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・ 護岸は、流水に伴う浸食や洗掘から河岸を保護するために設ける構造物であ

る。

・ その構造は法覆工、基礎工から構成され、必要に応じて、根固工、天端工、

天端保護工、小口止め工・すり付け工等を設ける。各工種の概要を以下に示

す。

　・法覆工　　　： 流水、流木などに対して安全となるよう堤防および河岸法

面を保護するための構造物。

　・基礎工　　　：法覆工の法尻部に設置し、法覆工を支持するための構造物。

　・根固工　　　： 流水による急激な河床洗掘を緩和し、基礎工の沈下や法面か

らの土砂の吸出しなどを防止するために、低水護岸および

堤防護岸の基礎工前面に設置される構造物。

　・天端工　　　： 法覆工の法肩部の天端を、法覆工と同等のもので保護する

構造物。

　・天端保護工　： 低水護岸の上端部と背後地とのすりつけをよくし、かつ低

水護岸が流水により裏側から破壊しないよう保護する構造

物。

　・小口止め工　：法覆工の上下流端に施工して、護岸を保護する構造物。

　・すり付け工　： 護岸の上下流端に施工して、河岸または他の施設とのすり

つけをよくするための護岸。

　・水抜きパイプ： 地下水位が高い場所などで練り構造の法覆工に残留水圧が

作用しないように護岸に設置する排水パイプ。
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　　注）上図は、練り積み護岸を例示しており、空積み護岸では、

　　　　通常、胴込めコンクリートと水抜きパイプ（排水穴）は用いない。
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見られ、カバーを形成しています。また水際域は河道の横断方向の大部分を占めます。
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陸域 水際（域）　及び　砂州・水域　混在

河岸付近の先堀（時には深掘れを生じる）

渇水時には一部のしずく澪筋が伏流することもある。＊

水域

水際（域）

砂州による陸域化

平水時

洪水時（もしくは年最高）

陸域

堤防（霞堤などを含む）

河岸法肩天端

水際河床（水際域内の河床）

※砂州が河道内に多数ある。砂州には流木や河原植物が点在することがある。
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陸域 陸域水際（域）水域

水際（域）

洪水時（もしくは年最高）

平水時 砂州改修された河川では高水敷にあたる部分

護岸のない河岸では浸食を確認できる

注：本横断模式図は実河川に対して砂州や浸食を強調するために縦方向の縮尺イメージを横方向よりも大きく歪ませている。
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感潮区間では海の干満の影響を受けやすい。魚類も気水域に生息するボラやスズキなどが生息。
流下能力確保のために河床浚渫を余議なくされたり、河口部閉塞の要因でもある砂嘴などとよばれる河口砂州が流下能力上の障害となる
こともある。

陸域 水域水際（域）

洪水時（もしくは年最高）

満水時～（平均）～豊水時

平水時（干潮時）
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　　　図のように、浸透水が徐々に護岸前面へ染み出す事が望まれるが、現在、湧水・

　　　浸透水の保全を行う有効な技術は少ないので、今後の技術開発に期待される。
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連節ブロック
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復旧工法例 工法の概要図 工法の特徴

石
系

自
然
石
（
練
積
）

・野面石、間知石、雑割石、割石などを積み
重ね、石のかみ合せによるせん断抵抗を増
し、さらに胴込コンクリート等により石材
相互の一体化を図った構造である。

・自重により急勾配ののり面を保持する工法
である。

・現地石材の使用により、周辺景観に馴染み
やすくなる。

・深目地構造にすることで、空隙を持たせる
ことができる。

・石材を選べば、生物の移動経路に適したの
り面の粗度も持たせることができる。

自
然
石
（
空
積
）

・野面石、間知石、雑割石、割石などを積み
重ね、石のかみ合せ等により石材間のせん
断抵抗を増した構造である。

・自重により急勾配ののり面を保持する工法
である。

・現地石材の使用により、周辺景観に馴染み
やすくなる。

・適度な空隙を持たせることができる。
・適切な中込め材を用いれば、透水性を持た
せることができる。

・石材を選べば、生物の移動経路に適したの
り面の粗度も持たせることができる。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
（
練
積
）

・コンクリートブロックを積み重ね、胴込コ
ンクリート等によりブロック相互の一体化
を図った構造である。

・自重により急勾配ののり面を保持する工法
である。

・多種多様なものがあるので、景観性能や自
然環境性能をきちんと評価する必要がある。

・構造によっては景観や自然環境に配慮でき
る。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
（
空
積
）

・コンクリートブロックを積み重ね、ブロッ
クの突起や中込材、連結金具等によりブロッ
ク間のせん断抵抗を増した構造である。

・自重により急勾配ののり面を保持する工法
である。

・多種多様なものがあるので、景観性能や自
然環境性能をきちんと評価する必要がある。

・構造によっては景観や自然環境に配慮でき
る。

・透水性を持たせることができる。
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留意項目 留意事項景観 自然環境
天
端
法
面
水
際他

空
隙
湿
潤
移
動 設計段階 施工段階

● ● ● ● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。
→ p84 ～

・河畔林の保全
・配置に努める。→ p62
・壁高が高い場合、護岸を分節する。
→ p83

・現況が良好な状況の河川では、現況と
同程度の粗度係数に設定する。→ p47
～

・適切な大きさ、種類の石材を選定し、
石材に合わせた適切な積み方を用い
る。→ p102 ～

・天端部は美しく仕上げる。→ p123 ～
・小口止めを目立たせない。→ p127 ～
（水際及び背後地の自然環境が良好な場
合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。
→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透
水性・保水性を持たせる。→ p110

・生物の移動経路を確保する。→ p111
～

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には
現場発生材をできる限り用いる。※た
だし、過度の採取は避ける。→ p132
～

・良好な淵、河畔林などが存在する場
合、できる限り保全するように努める。
→ p59 ～

・使用する石材は現地の材料をできる限
り用いる。※ただし、過度の採取は避
ける。→ p104 ～

・石材に合わせた適切な積み方により施
工する。→ p104 ～

・望ましくない積み方による施工は避け
る。・伸縮目地部や隅角部も美しく仕
上げる。

・小口止めや天端部を美しく仕上げる。
→ p123 ～

・水抜きパイプを設置する場合、極力目
立たないように工夫する。→ p129

● ● ● ● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。
→ p84 ～

・河畔林の保全・配置に努める。→ p62
・壁高が高い場合、護岸を分節する。
→ p83

・現況が良好な状況の河川では、現況と
同程度の粗度係数に設定する。→ p47
～

・護岸が露出する場合、護岸の明度は 6
以下を目安とする。→ p87 ～

・護岸が露出する場合、護岸の彩度は
0、もしくは周囲の景観と調和させる。
→ p87 ～

・護岸が露出する場合、護岸の素材に適
度なテクスチャーを持たせる。→ p95
～

・護岸が露出する場合、景観パターンを
周囲の景観と調和させる。→ p98 ～

・護岸が露出する場合、周囲の景観と
調和する護岸の素材の大きさとする。
→ p102 ～

・天端部を目立たせない。→ p123 ～
・小口止めを目立たせない。→ p127 ～
（水際及び背後地の自然環境が良好な場
合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。
→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透
水性・保水性を持たせる。→ p110

・生物の移動経路を確保する。→ p111
～

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には
現場発生材をできる限り用いる。※た
だし、過度の採取は避ける。→ p132
～

・良好な淵、河畔林などが存在する場
合、できる限り保全するように努める。
→ p59 ～

・小口止めや天端部が目立たないように
工夫する。→ p123 ～

・水抜きパイプを設置する場合、極力目
立たないように工夫する。→ p129
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復旧工法例 工法の概要図 工法の特徴

か
ご
系

か
ご
（
多
段
積
）

・鉄線で編んだ籠をのり面に設置し、籠の中
に石を詰め、その上から蓋籠を被せた構造
である。

・自重により急勾配ののり面を保持する工法
である。・空隙を持たせることができる。

・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸
保護に用いる。

・輪荷重がかかる箇所や有堤部での適用は控
える。

木
系

丸
太
格
子

・丸太をのり面に打ち込み、格子状に組み上
げた構造である。

・丸太と土塊を一体化して河岸浸食の防止を
図る工法である。

・木材の使用により、周辺景観に馴染みやす
くなる。・空隙を持たせることができる。

・透水性・保水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸
保護に用いる。

・輪荷重がかかる箇所での適用は控える。
・木材の腐朽対策を行う必要がある。

木
製
ブ
ロ
ッ
ク

・ブロック化した丸太格子を積み重ねて中詰
め材を充填した構造である。

・丸太と土塊を一体化して河岸浸食の防止を
図る工法である。

・木材の使用により、周辺景観に馴染みやす
くなる。

・空隙を持たせることができる。
・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸
保護に用いる。

・輪荷重がかかる箇所での適用は控える。
・木材の腐朽対策を行う必要がある。

杭
柵

・木杭をのり面に打ち込んで柵をつくり、詰
石した構造である。

・木杭と詰石を組合わせて河岸を保護する工
法である。

・木材の使用により、周辺景観に馴染みやす
くなる。・空隙を持たせることができる。

・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸
保護に用いる。

・輪荷重がかかる箇所での適用は控える。
・木材の腐朽対策を行う必要がある。
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留意項目 留意事項景観 自然環境
天
端
法
面
水
際他

空
隙
湿
潤
移
動 設計段階 施工段階

● ● ● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。

→ p84 ～

・河畔林の保全・配置を検討する。

→ p62

・壁高が高い場合、護岸を分節する。

→ p83

（水際及び背後地の自然環境が良好な場

合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。

→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透

水性

・保水性を持たせる。→ p110

・生物の移動経路を確保する。→ p111

～

・現地の残土や土砂等を利用して植生の

回復を図る場合、水極め等による空隙

の充填を行い、土砂の流出を防ぐため

吸出し防止材等を設置する。→ p113

・中詰めに使用する石材や水際部の捨石、

寄せ土（寄せ石）には現地の材料をで

きる限り用いる。※ただし、過度の採

取は避ける。→ p132 ～

・良好な淵、河畔林などが存在する場

合、できる限り保全するように努める。

→ p59 ～

● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。

→ p84 ～

・河畔林の保全

・配置を検討する。→ p62

（水際及び背後地の自然環境が良好な場

合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。

→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透

水性・保水性を持たせる。→ p110

・生物の移動経路を確保する。→ p111

～

・現地の残土や土砂等を利用して植生の

回復を図る場合、水極め等による空隙

の充填を行い、土砂の流出を防ぐため

吸出し防止材等を設置する。→ p113

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には

現地の材料をできる限り用いる。※た

だし、過度の採取は避ける。→ p132

～

・良好な淵、河畔林などが存在する場

合、できる限り保全するように努める。

→ p59 ～

・地元の間伐材を積極的に使用する。
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復旧工法例 工法の概要図 工法の特徴

石
系

自
然
石
（
練
張
）

・野面石、間知石、雑割石、割石などをのり
面に張り、石のかみ合せによりせん断抵抗
を増し、さらに胴込コンクリート等により
石材相互の一体化を図った構造である。

・流体力による掃流力に対して自重で抵抗し、
緩勾配ののり面を侵食から保護する工法で
ある。

・現地石材の使用により、周辺景観に馴染み
やすくなる。

・深目地構造にすることで、空隙を持たせる
ことができる。

・石材を選べば、生物の移動経路に適したの
り面の粗度も持たせることができる。

自
然
石
（
空
張
）

・野面石、間知石、雑割石、割石などをのり
面に張り、石のかみ合せ等により石材間の
せん断抵抗を増した構造である。

・流体力による掃流力に対して自重で抵抗し、
緩勾配ののり面を侵食から保護する工法で
ある。

・現地石材の使用により、周辺景観に馴染み
やすくなる。

・適度な空隙を持たせることができる。
・適切な中込め材を用いれば、透水性を持た
せることができる。

・石材を選べば、生物の移動経路に適したの
り面の粗度も持たせることができる。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張

・コンクリートブロックをのり面に張り、連
結金具や胴込コンクリート等によりブロッ
ク相互の一体化を図った構造である。

・流体力による滑動やめくれに対して自重で
抵抗し、緩勾配ののり面を侵食から保護す
る工法である。

・多種多様なものがあるので、景観性能や自
然環境性能をきちんと評価する必要がある。

・構造によっては景観や自然環境に配慮でき
る。

連
節
ブ
ロ
ッ
ク

・コンクリートブロックをのり面に張り、連
結線等によりブロック相互の一体化を図っ
た構造である。

・流体力による滑動やめくれに対して自重で
抵抗し、緩勾配ののり面を侵食から保護す
る工法である。

・多種多様なものがあるので、景観性能や自
然環境性能をきちんと評価する必要がある。

・構造によっては景観や自然環境に配慮でき
る。

・透水性を持たせることができる。
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留意項目 留意事項景観 自然環境
天
端
法
面
水
際他

空
隙
湿
潤
移
動 設計段階 施工段階

● ● ● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。
→ p84 ～

・河畔林の保全
・配置に努める。→ p62
・法長が長い場合、護岸を分節する。
→ p83

・現況が良好な状況の河川では、現況と
同程度の粗度係数に設定する。→ p47
～

・適切な大きさ、種類の石材を選定し、
石材に合わせた適切な張り方を用い
る。→ p102 ～

・天端部は美しく仕上げる。→ p123 ～
・小口止めを目立たせない。→ p127 ～
（水際及び背後地の自然環境が良好な場
合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。
→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透
水性

・保水性を持たせる。→ p110
・生物の移動経路を確保する。→ p111
～

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には
現場発生材をできる限り用いる。※た
だし、過度の採取は避ける。→ p132
～

・良好な淵、河畔林などが存在する場
合、できる限り保全するように努める。
→ p59 ～

・使用する石材は現地の材料をできる限
り用いる。※ただし、過度の採取は避
ける。→ p104 ～

・石材に合わせた適切な張り方により施
工する。→ p104 ～

・望ましくない積み方による施工は避け
る。

・伸縮目地部や隅角部も美しく仕上げる。
・小口止めや天端部を美しく仕上げる。
→ p123 ～

・水抜きパイプを設置する場合、極力目
立たないように工夫する。→ p129

● ● ● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。
→ 84～

・河畔林の保全
・配置に努める。→ p62
・法長が長い場合、護岸を分節する。
→ p83

・現況が良好な状況の河川では、現況と
同程度の粗度係数に設定する。→ p47
～

・護岸が露出する場合、護岸の明度は 6
以下を目安とする。→ p87 ～

・護岸が露出する場合、護岸の彩度は
0、もしくは周囲の景観と調和させる。
→ p87 ～

・護岸が露出する場合、護岸の素材に適
度なテクスチャーを持たせる。→ p95
～

・護岸が露出する場合、景観パターンを
周囲の景観と調和させる。→ p98 ～

・護岸が露出する場合、周囲の景観と
調和する護岸の素材の大きさとする。
→ p102 ～

・天端部を目立たせない。→ p123 ～
・小口止めを目立たせない。→ p127 ～
（水際及び背後地の自然環境が良
好な場合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持た
せる。→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するた
めに透水性

・保水性を持たせる。→ p110
・生物の移動経路を確保する。
→ p111 ～

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には
現場発生材をできる限り用いる。※た
だし、過度の採取は避ける。→ p132
～

・良好な淵、河畔林などが存在する場
合、できる限り保全するように努める。
→ p59 ～

・小口止めや天端部が目立たないように
工夫する。→ p123 ～

・水抜きパイプを設置する場合、極力目
立たないように工夫する。→ p129
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復旧工法例 工法の概要図 工法の特徴

か
ご
系

蛇
籠

・鉄線で編んだ円筒形の籠の中に石を詰め、杭を打ち
込んでのり面に固定した構造である。

・掃流力に対して中詰め材（石材等）の自重で抵抗し、
緩勾配ののり面を侵食から保護する工法である。

・空隙を持たせることができる。
・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸保護に用
いる。

か
ご
（
平
張
）

・鉄線で編んだ籠をのり面に設置し、籠の中に石を詰
め、その上から蓋籠を被せた構造である。

・掃流力に対して中詰め材（石材等）の自重で抵抗し、
緩勾配ののり面を侵食から保護する工法である。

・空隙を持たせることができる。
・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸保護に用
いる。

木
系

丸
太
格
子

・丸太をのり面に打ち込み、格子状に組み上げた構造
である。

・丸太と土塊を一体化して河岸浸食の防止を図る工法
である。

・木材の使用により、周辺景観に馴染みやすくなる。
・空隙を持たせることができる。
・透水性・保水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸保護に用
いる。

・木材の腐朽対策を行う必要がある。

粗
朶
法
枠

・のり面に打ち込んだ杭に粗朶を絡めて法枠を形成し、
栗石等を充填した構造である。

・掃流力に対して中詰め材（石材等）の自重で抵抗し、
緩勾配ののり面を侵食から保護する工法である。

・木材の使用により、周辺景観に馴染みやすくなる。
・空隙を持たせることができる。
・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸保護に用
いる。

・木材の腐朽対策を行う必要がある。

杭
柵

・木杭をのり面に打ち込んで柵をつくり、詰石した構
造である。

・木杭と詰石を組合わせて河岸を保護する工法である。
・木材の使用により、周辺景観に馴染みやすくなる。
・空隙を持たせることができる。
・透水性を持たせることができる。
・転石が少ない河川や堤内地盤より低い河岸保護に用
いる。

・木材の腐朽対策を行う必要がある。
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留意項目 留意事項景観 自然環境
天
端
法
面
水
際他

空
隙
湿
潤
移
動 設計段階 施工段階

● ● ● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。

→ p84 ～

・河畔林の保全・配置に努める。→ p62

・法長が長い場合、護岸を分節する。

→ p83（水際及び背後地の自然環境が

良好な場合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。

→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透

水性

・保水性を持たせる。→ p110

・生物の移動経路を確保する。→ p111

～

・現地の残土や土砂等を利用して植生の

回復を図る場合、水極め等による空隙

の充填を行い、土砂の流出を防ぐため

吸出し防止材等を設置する。→ p113

・中詰めに使用する石材や水際部の捨石、

寄せ土（寄せ石）には現場発生材をで

きる限り用いる。※ただし、過度の採

取は避ける。→ p132 ～

・良好な淵、河畔林などが存在する場

合、できる限り保全するように努める。

→ p59 ～

● ● ● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。

→ p84 ～

・法長が長い場合、護岸を分節する。

→ p83（水際及び背後地の自然環境が

良好な場合、下記にも留意する。）

・植生基盤となりうる空隙を持たせる。

→ p109

・湿潤状態ののり面を確保するために透

水性・保水性を持たせる。→ p110

・生物の移動経路を確保する。→ p111

～

・現地の残土や土砂等を利用して植生の

回復を図る場合、水極め等による空隙

の充填を行い、土砂の流出を防ぐため

吸出し防止材等を設置する。→ p113

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には

現場発生材をできる限り用いる。※た

だし、過度の採取は避ける。→ p132

～

・良好な淵、河畔林などが存在する場

合、できる限り保全するように努める。

→ p59 ～

・地元の間伐材を積極的に使用する。
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復旧工法例 工法の概要図 工法の特徴

シ
ー
ト
系

ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル

・ジオテキスタイルをのり面に敷き、覆土し
た構造である。・のり面の植物の根がジオテ
キスタイルを貫通し、地盤に活着すること
で補強効果を得る工法である。・植生回復に
より、景観や自然環境に配慮できる。・転
石が少ない河川や水衝部以外の箇所に用い
る。・アンカーピン等により端部のめくれ対
策およびのり面のすべり対策を施す。

ブ
ロ
ッ
ク
マ
ッ
ト

・多数の小型ブロックを接着・固定化したシー
トをのり面に敷き、覆土した構造である。・
流体力による滑動やめくれに対して自重で
抵抗し、緩勾配ののり面を侵食から保護す
る工法である。・植生回復により、景観や自
然環境に配慮できる。・転石が少ない河川や
水衝部以外の箇所に用いる。・アンカーピン
等により端部のめくれ対策およびのり面の
すべり対策を施す。

植
生
系

張
芝

・のり面に芝を張り付けた構造である。・芝の
根がのり面に活着することでのり面の耐侵
食性を早期に確保する工法である。・芝の生
育により、景観や自然環境に配慮できる。・
張芝は平水位では浸水しない箇所で、確実
に根が活着するまで流水にさらされない部
分に施工する。・植生の管理レベルで差が生
じるため、根が活着するまで十分な養生が
必要である。
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留意項目 留意事項景観 自然環境
天
端
法
面
水
際他

空
隙
湿
潤
移
動 設計段階 施工段階

● ●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。

→ p84 ～

・河畔林の保全・配置に努める。→ p62

・法長が長い場合、護岸を分節する。

→ p83 ※覆土が流出する可能性があ

る場合は、コンクリート系の留意事項

を参照する。

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には

現場発生材をできる限り用いる。※た

だし、過度の採取は避ける。→ p132

～

・良好な淵、河畔林などが存在する場

合、できる限り保全するように努める。

→ p59 ～

●

・護岸のり肩、水際部に植生を持たせる。

→ p85 ～

・河畔林の保全・配置に努める。→ p59

～

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には

・水際部の捨石、寄せ土（寄せ石）には

現場発生材をできる限り用いる。※た

だし、過度の採取は避ける。→ p132

～

・良好な淵、河畔林などが存在する場

合、できる限り保全するように努める。

→ p59 ～

・地元の間伐材を積極的に使用する。
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